
国際力動的心理療法学会
第28回年次大会事務局主催 ・ PAS心理教育研究所後援

プレワークショップ

面白い力動心理学
Interesting! Dynamic Psychology!!

2024年9月21日（土）から23日（月）まで、東日本大震災の復興の道のりの途上にる福島県郡山市にて、第

28回年次大会を開催します。メガ災害、戦争、紛争、社会のあらゆる社会混乱の中での自己喪失による迷妄を

解く鍵は、タフな自我（エゴ）にあるとみています。自我は、自分の世界の経営主体機能です。そこで、「自我を

鍛える－力動的な発達のために」を大会テーマと据え、参加する専門家が、学会のプログラムをとおして、自我

を鍛える機会としたいと考えました。トレーニングワークショップを中心に、あらゆる機会を使って、各人の自我

を磨き、鍛え合うホテル合宿形式の大会です。その大会までの機運を高めるべく、大会事務局が、プレ・ワーク

ショップを企画しました。毎回、講義や事例検討、簡単な演習を行いながら、各回テーマにそって、力動心理学

のエッセンスを体験するためのワークショップセミナーです。自我を意識すると、その面白さはさらに高まります。

本学会にはじめて触れる方から、ベテランの方まで、今大会テーマの意味の面白さを体験的につかむことが目

的です。現代のこころの問題に取り組む元気と覇気を高めるために、プレカンファレンスの機会を活用して、一

緒に「エゴトレ」をしましょう！奮っての参加をお待ちしております。

第28回年次大会会長 橋本 和典

第1回 2024年4月27日(土) 19:00～20:30
「面白い自我の世界！」

第2回 2024年5月25日(土) 19:00～20:30
「力動的なスーパービジョンは面白い！」

第3回 2024年6月22日(土) 19:00～20:30
「専門家トレーニングは面白い！」

第4回 2024年7月27日(土) 19:00～20:30
「セルフケア・教育分析は面白い！」

2024年4月 7月 全4回
  第4土曜日 19：00～20：30

対面＋オンラインのハイブリット形式
【会場】 東京 PAS心理教育研究所

〒153-0041 東京都目黒区駒場2-8-9

【講師】 橋本 和典  Ph, D. 
PAS心理教育研究所 理事

   国際医療福祉大学大学院 准教授

開催
概要

対象 ： 心の教育、カウンセリング、心理療法に関わる専門家
（資格・職種は問いません）とそれを目指す大学院生

定員 ： 会場15名＋オンライン20名
※参加費、申込方法は裏面をご覧ください。



必要事項をご記入の上、以下のURLまたはQRコードからお申込下さい。
https://forms.gle/MvGoAhYkg4VCqDhA7

学会ホームページからもお申込みができます。 
https://www.iadp.info/

申込締切はプログラム開催日までとなります。
当日の申込も受付けます。

申込

国際力動的心理療法学会 第28回年次大会 事務局
Mail: office28@28annual.iadp.info
TEL : ０７０－2280-8490

お 問 合 せ

プレ・ワークショップ
参加費

各回     ： 6,600円 

          ： 5,500円 

          ： 5,500円

4回パック ： 20,000円

                             ： 18,000円

一般専門家

学 会 員

大 学 院 生

一 般 専 門 家

学会員・大学院生

国際力動的心理療法学会 (International Association of Dynamic Psychotherapy) は、
1995年、理事長の小谷英文Ph.D. (国際基督教大学名誉教授) と故Edward L. Pinney M.D. (元
アメリカ精神分析医協会会長) によって設立されました。心理療法に関する本質的知識と技術の集積を
力動的検知から行い、心理療法の人類にとっての意味を深め、その臨床効果性を高める研究を推進する
ことを目的とした学会です。

国際力動的心理療法学会 第28回年次大会
2024年9月21日 (土) 〜23日 (月・祝)

『自我を鍛えるー力動的発達のためにー』

会場 ： 郡山ビューホテルアネックス （JR郡山駅前 徒歩5分）
〒963-8004 福島県郡山市中町10－10

大会ウェブサイト ： https://28annual.iadp.info/
学会ウェブサイト : https://www.iadp.info/ （入会手続きはこちら）

本学会について

大会会長： 橋本 和典

https://forms.gle/MvGoAhYkg4VCqDhA7

